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2026年７月30日

各　位

会 社 名 野 崎 印 刷 紙 業 株 式 会 社

代表者名 代表取締役社長 野﨑 隆男

(コード番号:7919　東証スタンダード)

問合せ先 取締役管理部長 内藤 孝憲

( T E L ： 0 7 5 - 4 4 1 - 6 9 6 5 )

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり　　

当期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

― ― ― ― ―

今回発表予想(Ｂ) 14,650 726 756 609 37.75

増減額(Ｂ-Ａ) ― ― ― ―

増減率(％) ― ― ― ―

(ご参考)前期実績

(2026年３月期)
14,016 516 570 359 22.17

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

前回発表予想
円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

― ― ― ― ―

今回発表予想 ― 2.70 ― 5.00 7.70

(ご参考)前期実績

(2026年３月期)
― 2.50 ― 5.00 7.50

2027年３月期連結業績予想及び配当予想に関するお知らせ

　2026年４月28日に公表いたしました「2026年３月期　決算短信〔日本基準〕(連結)」において、未

定としておりました2027年３月期の連結業績予想及び配当予想について、下記のとおりお知らせいた

します。

記

１．連結業績予想

　2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

２．配当予想

　2027年３月期の配当予想
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３．公表の理由

　2027年３月期の連結業績予想につきまして、中東地域の紛争により適正かつ合理的な業績予想を算

定することが困難であったことから、2026年４月28日に公表しました決算短信においては、通期の業

績予想を未定としておりました。

　その後、供給面におきましては、石油製品の基礎原料であるナフサの調達不安から懸念されていた

印刷用紙やフィルム、インキやグラビア印刷用の希釈溶剤などの納入制限が解除され、調達が正常化

したことで、今後の生産・出荷数量の合理的な予測が可能となりました。一方で、価格面におきまし

ては、引き続き中東情勢をはじめとした地政学リスクに起因する原燃料価格の動向に伴う原材料価格

や為替市場の変動、物流費や人的資本強化による人件費の上昇など、先行きが不透明な状況が続いて

おります。しかしながら、現時点で入手可能な情報や足元の操業状況に基づき、一定の前提条件のも

とで業績見通しの合理的な算定が可能となったため、本資料において業績予想を公表いたします。

　上記の状況を踏まえ、2027年３月期の連結業績につきましては、売上高146億50百万円、営業利益

７億26百万円、経常利益７億56百万円、親会社株主に帰属する当期純利益６億９百万円を見込んでお

ります。

　また、これまで未定としておりました2027年３月期の配当予想につきましても、連結業績予想の算

定に伴い公表いたします。

　(注)上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

　　今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

以　上
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